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毎年秋に開催される学術総会での発表演題数に比べ

て，本誌の掲載論文数が少ないことを懸念する声を聞く

ことがあります。公衆衛生実践家と公衆衛生研究者とで

は，この状況のとらえ方はまったく異なります。実践家

は，論文執筆のための経験の少なさ，あるいは時間確保

の困難さを理由として挙げるでしょう。研究者は，Im-
pact Factor が付与されない，和文中心の本誌には，投

稿先として魅力を感じないというのが本音でしょう。従

って，実践家からの投稿が増えないと，本誌の掲載論文

数の増加は実現できません。

一人でも多くの実践家会員に，公衆衛生上意義のある

テーマでの学会発表を行ったら，文章で表現する機会を

作っていただくようお願いします。自分なりに論旨が一

貫する文章が書けたら，是非本誌に投稿してみてくださ

い。本誌の編集委員会のすぐれた特徴の一つは，編集委

員と査読委員の多くが，投稿論文を教育的に査読する労

を惜しまないことです。内容に意義が認められる投稿で

あれば，編集委員と査読委員が，論文を質的に高める丁

寧な助言をします。

もう一方の当事者である研究者（特に執筆者を指導す

る研究者）には，「すぐれた内容の論文は他誌へ，内容

の乏しい論文は本誌へ」という，投稿先の使い分けだけ

は厳に慎んでいただくようお願いします。編集委員と査

読委員が，質の悪い投稿への対応で時間を取られ，実践

家からのすぐれた投稿に十分な時間を充てられないこと

につながります。

本号のどの掲載論文も，著者グループの原作が，教育

的査読によって磨かれた成果です。本誌が，これから

も，現場での質の高い取り組みの成果が発表される，日

本の公衆衛生のリーディング・ジャーナルであり続ける

ことを願いながら，編集作業に携わっています。

（安田誠史）


